
  

 
にいがた教育フォーラム 2022 

  

ともに考え つくろう 新たな教育の “カタチ” ～不易流行を踏まえた今～ 
 
 

Zoom オンライン会議  令和 4 年 8 月 6 日（土）13:00～17:00 
 

主催：新潟大学教職大学院 後援：新潟県教育委員会／（申請中）新潟市教育委員会 
 
 

第一部 シンポジウムとグループ協議会 13:15～   

シンポジウムテーマ 
 コロナ禍の子ども・学校・地域をふりかえり、教育の未来を探ろう！ 
 

シンポジスト 
  新潟県教育委員会義務教育課長 今 井  渉 氏（教育行政の立場） 
  新潟市立小針中学校養護教諭 大 森 悦 子 氏（子どもの心の面をみる立場） 
  新 潟 市 立 亀 田 小 学 校 校 長 渋 谷  徹 氏（学級経営・学校経営の立場） 
  新潟大学附属長岡小学校教諭 平出久美子 氏（授業を行う立場） 
  新潟市教育委員会学校支援課長 丸 山 明 生 氏（教育行政の立場） 
 

オーガナイザー  遠 藤 英 和 （ 新 潟 ⼤ 学 教 職 ⼤ 学 院  特 任 教 授 ）  
 

第二部 研究紹介・話題提供とラウンドテーブル 16:00～ 
研究紹介  

01 教師のゲートキーピングを導入した社会科授業の構想 
  ―  主体的学習者の育成をめざして ― 
      ------------------------------------------------- 菊 田  薫（M２・五泉市立五泉南小学校） 

02 『問い』が連続する社会科授業の創造 
      ------------------------------------------------- 石 川 信 也（M２・三条市立裏館小学校）  

03 子どもに読みの連続性を生む国語科単元の構想 
      ------------------------------------------------- 高 橋 真 徳（M２・村上市立村上南小学校） 

04 中学校理科授業での仮説検証授業による主体的な学び 
  ―  ARCS モデルによる動機づけに重点をおいた授業デザイン ― 
      ------------------------------------------------- 堀  喜代子（M２・新潟市立西川中学校） 

05 地域を愛する心を育成するカリキュラムの編成 
  ―  総合的な学習の時間での「地域学習」を通して ― 
      ------------------------------------------------- 早 川 克 善（M２・燕市立燕中学校） 

06 小学校での対人スキルトレーニングにおける般化促進支援が 
06 児童の学校適応感とスキル定着に及ぼす効果 
      ------------------------------------------------- 我 妻 善 和（M２・新潟市立五十嵐小学校） 

07 自己表現を含む積極的な対話行動を高める小学校外国語における協同言語学習の検証 
      ------------------------------------------------- 山 際 卓 也（M２・新潟市立亀田小学校） 

08 図画工作科における思いをもちイメージを膨らませて表現するための授業研究 
      ------------------------------------------------- 渡邊ゆかり（M２・新潟市立南中野山小学校） 

09 GIGA スクール構想下における情報活用能力の育成 
      ------------------------------------------------- 五十嵐健太（修了生・新潟市立上所小学校） 

10 授業改善を促す全校体制での ICT 活用の取組 
      ------------------------------------------------- 菊 地 清 勝（修了生・五泉市立五泉中学校） 

 

     次ページ（裏面）に続きます。 

全体テーマ 



 

話題提供  

 01 教育の中の地域性を考える ― 社会科と ICT の実践から ―  
       ------------------------------------------------- 五井虎之介（M１） 
                          込 山  翼（M２・新潟大学附属長岡小学校） 

02 小・中学校教職員の皆さんに知って欲しい、高等学校における特別支援教育の現状と課題 
      ------------------------------------------------- 船 山 和 利（修了生・新潟県立長岡明徳高等学校） 

 

 
＊  追加でテーブル設定が可能です。研究紹介や話題提供をご希望の際は「問合せ先」までご連絡ください。 
 
 
 
 
 
 
 

内容詳細とスケジュール 
 

■ 開会  あいさつ 新潟大学学長 牛木辰男 13 時 00 分～13 時 15 分 
■ 第一部 シンポジウムとグループ協議会  13 時 15 分～16 時 00 分 
 ① テーマ「コロナ禍の子ども・学校・地域をふりかえり、教育の未来を探ろう！」 
 ② テーマ設定の趣旨 
 新型コロナウィルス感染症の感染拡大に直面して 2 年以上が経過し、子どもたち・学校を取り
巻く状況は大きく変化してきた。このような状況の中、A）学校教師は、目の前で起こっている状
況をどのように捉え、どのように子どもたちを支援してきたのか、できるのか。また、B）学校は
どのような実態となり、子どもたちをどう支援してきたのか、できるのか。さらに、C）地域の方々
とどのような連携をし、どのような支援が有効であったのか、新しい地域協働とは。様々な立場
の方々から、コロナ禍での子ども・学校・地域についてふりかえってもらい、これから私たちは、
何をどのようにすればよいかを検討していきたい。アフターコロナに向かう今、できることをと
もに考えていきましょう。 

 ③  進行予定 
  13 時 15 分～ 趣旨説明 
  13 時 25 分～ シンポジストからテーマに即して提言・情報提供 
  14 時 40 分～ 全体意見交換（グループ協議会へ向けて論点整理） 
  15 時 00 分～ 休憩、招待されたブレイクアウトルームに入室（グループは自動割当） 
  15 時 15 分～ グループ協議会（16 時 00 分まで） 
■ 第二部 研究紹介とラウンドテーブル  16 時 00 分～16 時 45 分 
 研究紹介・話題提供をもとに自由に話合いをします。興味ある内容のブレイクアウトルームを選
んで入室し、参加者相互の交流を深めます。 
■ 閉会  あいさつ 新潟大学教職大学院研究科長 教授 高木幸子 16 時 45 分～17 時 00 分 
------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

参加申込と問合せ先 
 

● 右の二次元バーコード（https://forms.gle/eBjJ8wxahdFhy6o47）から
お申し込みください。参加申込期限（７月 29 日）後、３日以内に Zoom
情報等をお送りします。 

● 参加申込期限 令和４年 7 月２９日(金)  
● 参加費 無料 
● 本チラシ内容に関するお問合せは forum2022niigata@gmail.com にお願いします。 
 ※ 大学にお電話やメールをいただいても対応できませんので、ご注意ください。 


